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１．概要（Summary） 

粉体の輸送方法のひとつとして，二次元振動するトラフ

によって粉体層を水平方向に跳躍移動させる振動輸送が

多くの工業分野で利用されている。また，最近では，製品

の高機能化に対応して粒子の微細化が進み，ミクロンオ

ーダーやサブミクロンオーダーの微粒子を取り扱う機会が

増えているため，微粒子の輸送技術の確立が望まれてい

る。微粒子の輸送特性は，粒子と平板の接触状態に大き

く影響されるため，本研究では表面状態を把握することを

目的として 3D レーザー顕微鏡を用いて平板と微粒子の

表面粗さの測定を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

 3D測定レーザー顕微鏡 

 

・実験方法 

3D 測定レーザー顕微鏡（Olympus 製 LEXT 

OLS4000）によって平板（SUS304）と微粒子（粒子径

57 μmのジルコニア球形粒子）の表面粗さを測定した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1に，レーザー顕微鏡で測定した平板表面の三次

元画像を示す。平板表面はサンドブラスト処理がされてい

るので粗さが均一に分布している。Fig. 1 の三次元画像

の x = S1, S2および S3における y軸に沿った断面の平

均粗さ Raの範囲は 0.24～0.32 μmである。Fig. 2はジ

ルコニア粒子表面の三次元画像である。粒子の表面は球

形で滑らかであることが分かる。Fig. 2の三次元画像の x 

= P1, P2および P3における y軸に沿った断面の平均粗

さRaは0.04 μmであり，平板に比べて非常に滑らかであ

る。 
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Fig. 2 Three dimensional image of surface 

roughness of the zirconia particle. 

 

Fig. 1 Three dimensional image of surface 

roughness of the plate. 


